
２０２５年  ８月 １０日 ≪聖餐式・平和祈念礼拝≫ 

 主 日 礼 拝 午前８時半 ／ 10 時半 ／ 夜 7 時 

  

司  会               白川 達男兄 

奏  楽 

祈  祷               寺澤 政枝姉 

賛  美  聖歌４５４番「まどいの雲消えて今は」 

～主をたたえよ魂よ〜 

平和の祈り 

聖書朗読  コリント人への第一の手紙１５章１４～２０節 

特別賛美   「主の祈り」川田雄輝兄＆故川田直輝兄 

メッセージ 「最も大事なこととして伝えたこと」 

石井 潤 牧師 

      

聖 餐 式  賛美「主イエスの十字架の血で」 

献金･賛美  聖歌２２９番「おどろくばかりの」（献金当番： 

   祝  祷                   和田姉・千鶴子姉） 

お知らせ  〔司会者〕 

賛  美   ～叫べ全地よ～ 
 

☆礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！☆ 
《今週のお知らせ》 

☆本日は平和祈念礼拝です。世界の平和、主の救いの御業が前進しますように！ 

★木曜午前１０時半の祈会は、中国伝道｢いのちの水｣の守部師がご奉仕されます。 

☆来週の日曜午後は聖歌隊の練習が行われます(礼拝でのご奉仕者：司会･白川兄，

祈祷･石井兄，献金:渡辺姉、寺澤政枝姉)。〔今後の予定〕８/24(日):ボーマン

師夫妻ご奉仕，９/14(日):敬老祝福礼拝(森脇兄)，/21(日):大和学生会来訪 
 

☆★一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔８/１０－/１７〕☆ 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

聖書箇所 
ローマ 8/ 

詩篇 42-45 
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46-50 
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56-59 
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60-65 
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72-76 
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○ 

○/○○○○
○ 



  

「わたしは福音を恥としない。それは、ユダヤ人をはじめ、ギリシヤ人にも、

すべて信じる者に、救を得させる神の力である。 神の義は、その福音の中

に啓示され、信仰に始まり信仰に至らせる。これは、『信仰による義人は生

きる』と書いてあるとおりである。」 ローマ人への手紙１章１６-１７節 

 

 ある書物の冒頭に次のようなことばが書かれていました。

「『義人は信仰によって生きる』。この一文は、パウロが福音を何

と考えているかを物語っている。福音は救いを得させる神の力である

が、『すべて信じる者』にしか働かない力である。この福音に、神の

義が現される。神の義は神の完全な律法のことであり、その律法は神

ご自身の正義の御心を書き写したものである。つまりその役目は、人

を律法との完全な調和に導き、その生涯に正しい律法の力を現すこと

である。しかしながら、それは全て信仰の働きで成される。神の義は

『信仰から信仰』に現されるものであり、言い換えれば、始めから終

わりまで、信仰のよって達成される。まさに、『義人は信仰によって

生きる』と書いてある通りだ。」『無敵の信仰』アロンゾ･T･ジョーンズ

＆エレット･J･ワグナー(1892-1900 共著) 

主イエス様によって開かれた福音は、すべての人を救いに導くもの。

しかし、そのことを頭ではなく、また、経験ではなく、信仰によって

受けとめたときに、その事実が私たちの人生に実現するということ。

この「救い」はただ単にやがて天国に入ることができるということだ

けではなく、この地上にあって勝利から勝利へ、希望から希望へ、ま

た、平和から平和へと導かれる世界へと導かれるということ、そのカ

ギが福音であり、その福音とは主イエス･キリスト様ご自身であると

いうことを信じ続けることが重要なのだということです。 

「最も大事なこととして伝えたこと」 
～福音の力を体験するためには～ 

 

 


